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私の視点
「今日自然保護は皆の共通責務」

岩船地方山岳遭難対策協議会 副会長 横 山 征 平 氏
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年頭所感
「国有林の三つの使命」

関東森林管理局長 小 林 裕 幸 
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ど
の
改
善
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
事
業

者
の
事
務
的
な
負
担
が
増
え
て
い
る
場
合

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
御
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
、
米
国

を
震
源
地
と
す
る
金
融
危
機
が
世
界
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
我
が
国
経
済
に

つ
い
て
も
悲
観
的
な
見
方
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
な
ど
不
透
明
な
状
況
で
す
。

ま
た
経
済
以
外
の
分
野
で
も
予
測
し
が

た
い
情
勢
変
化
も
色
々
と
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
と
し
て
は
、
精
一
杯
、

与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
べ
く
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
御
支
援
を
頂
け
れ
ば
有
り
難

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
々
が
森
林
に
親
し
め

る
よ
う
な
環
境
整
備
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
復
旧
事
業

や
治
山
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
将
来
の
森

林
づ
く
り
と
併
せ
て
地
域
の
方
々
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
環
境
作
り
を
す

る
こ
と
も
我
々
の
大
切
な
任
務
で
あ
り
ま

す
。三

番
目
が
、
こ
れ
ら
の
使
命
を
で
き
る

だ
け
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に
実
施
し
、
税

金
の
投
入
と
い
う
形
で
の
国
民
の
負
担
を

抑
え
る
よ
う
国
有
林
を
経
営
す
る
こ
と
で

す
。
国
有
林
は
、
現
在
、
特
別
会
計
の
仕

組
み
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
、

収
入
（
借
換
借
入
金
を
除
く
）
の
８
割
近

く
は
一
般
会
計
（
税
金
な
ど
）
か
ら
繰
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
有
林
の
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
管
理
経
営
を
行
う
た
め
、
①
一
部
の
業

務
を
独
立
行
政
法
人
に
移
管
し
た
上
で
、

②
現
在
の
特
別
会
計
を
一
般
会
計
に
統
合

す
る
。
と
い
う
方
向
で
幅
広
い
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
た
な
改
革
の
内

容
の
詳
細
は
、
今
後
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

我
々
と
し
て
は
、
与
え
ら
れ
た
枠
組
み
の

中
で
、
コ
ス
ト
意
識
を
し
っ
か
り
も
っ
て
、

国
有
林
の
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
業
務

の
発
注
に
際
し
て
は
、
公
平
性
、
透
明
性
、

品
質
確
保
の
観
点
か
ら
、
一
般
競
争
入
札
、

と
り
わ
け
総
合
評
価
方
式
を
拡
充
す
る
な

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
ど
も
関
東
森
林
管
理
局
は
、
北
は
新

潟
県
・
福
島
県
、
南
は
静
岡
県
・
東
京
都

（
小
笠
原
）
ま
で
の
一
都
十
県
の
国
有
林

１
１
９
万
㌶
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
。
国

民
か
ら
お
預
か
り
し
た
こ
の
広
大
な
森
林

を
し
っ
か
り
管
理
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
国
有
林
に
与
え
ら
れ
た
使
命
は

大
別
し
て
三
つ
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
一
は
、
30
年
後
、
50
年
後
の
人
々
か

ら
「
良
い
山
を
残
し
て
く
れ
た
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
「
将
来
に
向
け
た
森も

り林
づ
く

り
」
で
す
。

森
林
、
特
に
人
工
林
は
、
間
伐
な
ど
の

人
手
に
よ
る
整
備
が
必
要
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
管
内
に
は
整
備
が
遅
れ
た
森
林
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
当
面
の
最
も
重
要

な
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
森
林
の
整
備

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
あ
る

い
は
傷
ん
だ
自
然
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
も

我
々
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
新
潟
県
佐
渡

島
に
お
け
る
ト
キ
の
定
着
し
や
す
い
森
づ

く
り
、
群
馬
県
赤
谷
地
区
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
復
元
に
向
け
た
取
り
組
み
、
小

笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
な

ど
が
そ
の
例
で
す
。

次
に
、
木
材
の
生
産
や
国
民
に
よ
る
森

林
の
利
用
な
ど
「
現
在
の
国
民
に
対
す
る

資
源
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
で
す
。
木
材

に
つ
い
て
は
、
住
宅
様
式
や
海
外
諸
国
の

木
材
需
給
構
造
の
変
化
、
国
内
の
木
材
加

工
体
制
の
充
実
な
ど
に
よ
っ
て
市
場
ニ
ー

ズ
が
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

変
化
に
対
応
し
て
国
産
の
木
材
を
安
定
的

に
供
給
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

活
性
化
に
も
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
有
林
の
三
つ
の
使
命

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

関東森林管理局平成21年 1 月 1 日 第 58 号 (2 )



赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

「環境教育・関東ミーティング 2008 AKAYA」の開催 
11月28日（金）から30日（日）にかけて、「多様な自然の気

づき方、伝え方、エコツーリズムへのつなげ方」をテーマに「環
境教育・関東ミーティング2008 AKAYA」を同実行委員会が
主催、（財）日本自然保護協会、関東森林管理局及び（社）日本
環境教育フォーラムが共催、環境省、群馬県、みなかみ町等が後
援、赤谷プロジェクト等が協力して開催し、130名を超える環
境教育関係者が参集しました。

この環境教育関東ミーティングは、関東周辺で環境教育活動に
取り組む関係者が環境教育に関する情報共有・研修・交流する機
会として、平成16年度から開催され、今年で５年目となります。

冒頭に実行委員会
委員長の（財）日本自然保護協会・横山常勤理事と関東森林管理局
長の挨拶があり、NPO法人日本エコツーリズム協会理事で「観光
カリスマ」の山田桂一郎氏からエコツーリズムの目的や進め方など
について刺激的な講演が行われました。

その後、藤江計画部長、（株）八ヶ岳高原ロッジ取締役営業企画
部長の高品武志氏、NPO法人ねおす専務理事の宮本英樹氏の三氏
がそれぞれ話題提供を行い、環境教育関係者やエコツーリズムをテ
ーマとして、その地域の環境をどのようにマネージメントするのか、
関係者間の連携・調整・合意形成の難しさなどについて話し合いが
行なわれました。

二日目には六つの分科会が開催され、赤谷センターが企画した分
科会「里山の森における環境教育～行政の役割を探る～」では、松
本指導普及課長、京都大学大学院深町准教授、及び（独）森林総
合研究所多摩森林科学園大石グループ長によりテーマに沿った話
題提供とディスカッションが行われました。

その中で、「地域の住民が意外と身の回りの里山の歴史や森林に
ついて関心が低く、環境教育が果たす役割は大きい。」「環境教育に
携わる関係者間の地域ネットワークの形成を支援していくことに行
政の果たす役割があるのではないか。」また、「環境教育に携わる各
主体がそれぞれ役割分担と目標を明確にして環境教育に取り組んで

いくべき。」など、活発
な意見交換がありました。

その他、関東森林管理局・赤谷センターの企画で「森林教室～こ
れからの営業・推進ポイント」、「いきもの村」に棲むムササビの観
察記録、「いきもの村」を例にしたボランティアセンターの作り方・
難しさ、「美しい森林づくり推進国民運動」などの自由発表やオプ
ションプログラム、パネル展示を行いました。

今回のミーティングにおいて、関東圏で活動する環境教育に取り
組んでいる幅広い関係者が交流を深め、その経験や知見について学
ぶことができ、参加者から今後自らの活動に反映していきたいとの
大きな反響がありました。これらの成果は、赤谷プロジェクトの環
境教育の取組の中でも活かしていきたいと考えております。

挨拶をする小林局長

全体会での熱心な質疑応答

自由発表の様子

３日間を振り返って、グループ討議
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［
会
津
署
］
10
月
19
日 （
日
）、
多
く
の
市
民

に
森
林
管
理
署
の
果
た
す
役
割
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
森
林
（
も

り
）
か
ら
の
お
く
り
も
の
フ
ェ
ア
二
○
○

八
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
開
門
と
同
時
に
庁
舎
駐
車
場
の
丸
太

切
り
、
焼
印
、
木
工
工
作
、
薪
割
り
体
験

等
の
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
賑
わ
い
を
見
せ
、

特
に
女
性
に
人
気
の
蔓
細
工
コ
ー
ナ
ー
は
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
く
ら
い
の
混

雑
ぶ
り
で
、
自
慢
の
一
品
を
短
時
間
で
仕

上
げ
る
強
者
か
ら
夫
婦
で
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
閉
門
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
頑
張
っ

た
人
々
も
い
ま
し
た
。

庁
舎
内
で
は
、
子
供
達
に
も
人
気
の
押

し
葉
し
お
り
作
り
や
森
林
整
備
の
状
況
、

国
有
林
に
自
生
す
る
花
の
写
真
パ
ネ
ル
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
手
作
り
の
キ
ノ
コ
汁
を
味
わ
い
な

が
ら
、
一
日
中
遊
ぶ
家
族
連
れ
な
ど
三
百

名
近
い
来
場
者
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

80
枚
を
超
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

森
林
管
理
署
の
役
割
が
理
解
で
き
た
と
す

る
ポ
イ
ン
ト
が
昨
年
よ
り
も
十
ポ
イ
ン
ト

以
上
も
増
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
有
林
に
対
す
る
励
ま
し
の
言

葉
も
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

内
山
正
彦
）

［
白
河
支
署
］
10
月
10
日 （
金
）、
当
支
署
で

は
、「
平
成
20
年
度
国
有
林
野
等
所
在
市
町

村
長
有
志
協
議
会
」
を
開
催
し
、
各
市
町

村
長
・
県
と
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
９
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の

「
竜
生
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策
治
山
工

事
」
箇
所
の
視
察
も
兼
ね
て
現
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
、
間
伐
材
を
多
く
使
用

し
自
然
に
や
さ
し
い
施
設
で
あ
り
、
今
後

も
更
に
推
進
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
白
河
支
署
の
概
要
や
取
組
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見
・
情
報
交
換

会
に
入
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、「
間
伐
の
推
進
に
つ
い

て
」
に
話
題
が
集
中
し
、
森
林
吸
収
源
対

策
に
お
け
る
森
林
整
備
、
特
に
間
伐
の
推

進
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・

県
・
市
町
村
の
協
力
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
と
も
関
係
機
関
の
協
力
・
連
携
を
更
に

深
め
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

阿
久
津
文
彦
）

［
吾
妻
署
］
昭
和
37
年
ま
で
草
津
〜
軽
井
沢

間
を
運
行
し
て
い
た
草
軽
電
鉄
の
跡
地
は
、

「
む
か
し
道
」
と
し
て
多
く
の
人
達
が
散
策

コ
ー
ス
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
近
年
、
手
入
れ
不
足
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
道
は
荒
れ
て
き
て
お
り
、
周

辺
の
木
々
も
繁
茂
し
、
薄
暗
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
、
前
橋
国
有
林
森
林
整
備
協
会
（
高

山
光
男
会
長
）
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、「
む
か

し
道
」
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。11

月
17
日
（
月
）、
草
津
町
の
各
団
体
の

皆
さ
ん
に
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
50

名
を
超
え
る
参
加
者
を
得
て
、
約
３
．５
㌔

㍍
の
「
む
か
し
道
」
を
、
笹
刈
班
、
被
さ
っ

て
い
る
木
々
等
の
伐
採
班
、
伐
採
し
た
枝

条
の
片
付
け
班
、
道
を
整
備
す
る
班
に
分

か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

散
策
し
て
い
る
人
は
、
明
る
く
な
っ
た

様
子
を
見
て
、「
こ
れ
で
安
心
し
て
散
策
が

で
き
る
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

関
上
辰
弥
）

各
署
便
り

各
署
便
り

「早く始めないかな」
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「
森
林(
も
り)
か
ら
の
お
く
り
も
の

フ
ェ
ア
二
○
○
八
」
開
催

整備された「むかし道」

間伐材を多用した治山工事箇所の視察
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●
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地
元
市
町
村
有
志
協
議
会
を

現
場
で
開
催
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●
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「
む
か
し
道
」（
旧
電
車
道
）
の

森
林
整
備
を
実
施
！
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［
天
竜
署
］
11
月
13
日
（
木
）、
紅
葉
も
最

後
の
彩

い
ろ
ど
りを
魅
せ
る
浜
松
市
天
竜
区
水み

さ
く
ぼ窪
町

の
地ぢ

頭と
う

方が
た

国
有
林
に
お
い
て
、
天
竜
流
域

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
並
び
に
浜
松
市
の

協
力
を
得
て
、
分
収
育
林
オ
ー
ナ
ー
・
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
な
ど
約
30
名
の
参
加
の
下
、

恒
例
の
「
国
有
林
現
地
見
学
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

見
学
会
は
、
国
有
林
野
事
業
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
ま
ず
、

間
伐
の
実
行
済
み
箇
所
に
立
ち
寄
り
、
間

伐
の
目
的
や
選
木
の
考
え
方
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
の
目
的
地
ま
で
移
動
し
、

ま
だ
暖
か
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
陽
だ
ま
り

の
中
、
鮮
や
か
な
紅
葉
を
満
喫
し
な
が
ら
、

暖
か
い
水
窪
茶
と
と
も
に
弁
当
を
楽
し
み

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
熊
に
よ
る
皮
剥
ぎ
被
害

の
実
態
を
見
学
し
、
引
き
続
い
て
、
治
山

事
業
に
よ
る
山
腹
工
と
谷
止
ダ
ム
の
補
修

現
場
に
移
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
治

山
事
業
の
重
要
性
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど
、
有

意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

藤
原
寿
昭
）

［
下
越
署
］
11
月
19
日
（
水
）、
平
成
20
年

度
新
潟
地
区
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
協

議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
上
越
森
林
管
理
署
管
内
の

糸
魚
川
市
に
お
い
て
、
国
有
林
野
情
勢
・

国
有
林
野
に
お
け
る
地
域
経
済
の
振
興
及

び
諸
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
「
美
し
い
森
林
づ
く
り

推
進
国
民
運
動
」
に
よ
る
民
国
連
携
に
よ

る
間
伐
等
森
林
整
備
の
促
進
、
国
有
林
の

地
域
貢
献
に
対
す
る
国
民
理
解
の
浸
透
等

を
図
る
た
め
、
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
は
林
野
庁
か
ら
造
林

間
伐
対
策
室
長
が
出
席
し
、「
間
伐
等
の
推

進
に
よ
る
森
林
整
備
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
」
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
地
域
に
お
け
る
間
伐
推

進
の
問
題
点
等
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
意

義
深
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
新
潟
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

の
メ
ッ
カ
、
中
越
森
林
管
理
署
管
内
で
開

催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官

富
樫
仁
栄
）

［
会
津
署
］
９
月
25
日 

（
木
）、
南
会
津
町
の

国
号
１
２
１
号
沿
い
の
旧
山
王
道
付
近
の

国
有
林
で
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
不
法

投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
撤
去
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
南
会
津
町
役
場
を
は
じ
め
南

会
津
地
方
振
興
局
、
南
会
津
建
設
事
務
所

及
び
地
元
区
長
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

等
約
30
名
が
参
加
し
て
作
業
を
行
い
、
２

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収
し

ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
中
に
は
、
テ
レ
ビ
や
大
型
車
の

タ
イ
ヤ
等
も
あ
り
、
参
加
者
は
斜
面
か
ら

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
引
き
上
げ
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
活
動
に
は
今
後
も
協
力
し
た
い

が
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
な
く
て
も
い
い
の

に
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
管
理
係

菊
池
文
也
）
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●
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地
元
と
協
力
し
て

ク
リ
ー
ン
活
動 20市町村が所在市町村協議会の会員となっ

ている

間伐の説明を聞く参加者

クリーン活動により集められたゴミの山
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●
●
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新
潟
地
区
国
有
林
野
等

所
在
市
町
村
協
議
会
総
会

を
開
催

●
●
●
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●
●
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●
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●
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国
有
林
現
地
見
学
会
を

開
催
！
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［
中
越
署
］
10
月
30
日 （
木
）、
越
後
山
脈
の

山
並
み
が
初
冠
雪
と
紅
葉
で
、
鮮
や
か
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
映
え
る
苗
場
山
国
有
林

の
ブ
ナ
天
然
更
新
試
験
地
に
、
Ｉ
Ｕ
Ｆ
Ｒ

Ｏ
（
国
際
森
林
研
究
機
関
連
合
）
の
第
６

回
異
齢
林
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
海
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

視
察
に
先
立
ち
、
中
越
森
林
管
理
署
長

が
歓
迎
の
挨
拶
と
現
地
の
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
、
試
験
地
で
ブ
ナ
の
天
然
更
新
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
で
は
天
然
更
新
の
難
し
さ
や
、
サ

サ
と
い
う
東
ア
ジ
ア
独
特
の
植
生
が
、
森

林
管
理
に
与
え
る
影
響
に
強
い
関
心
を

持
っ
た
よ
う
で
、
熱
心
な
討
議
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
究
会
と
直
接
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
女
性
森
林
官
が
腰
に
下
げ

た
鉈
や
熊
よ
け
の
鈴
に
関
心
を
示
し
た
研

究
者
が
、
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

後
日
、
主
催
者
か
ら
視
察
の
成
功
と
、

貴
重
な
ブ
ナ
天
然
更
新
試
験
地
の
維
持
管

理
に
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官

會
澤

明
）

［
下
越
署
］
11
月
28
日 （
金
）、
当
署
新
庁
舎

に
お
い
て
県
産
材
使
用
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
新
庁
舎
は
、
平
成
20
年
９
月
か
ら

建
築
が
始
ま
り
、
使
用
し
た
木
材
は
、
庁

舎
全
体
で
１
１
２
．２
立
方
㍍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
の
、
１
０
７
．７
立
方
㍍

（
96
％
）
を
県
産
の
「
越
後
ス
ギ
」
が
占
め

て
お
り
、
人
と
環
境
に
優
し
い
循
環
型
資

源
で
あ
る
木
材
、
特
に
、「
越
後
ス
ギ
」
の

利
用
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
下

越
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
材
関
係
団
体
等
約
80
名
が

参
加
し
、
下
越
森
林
管
理
署
長
の
挨
拶
の

後
、
設
計
を
行
っ
た
梶
建
築
設
計
事
務
所

か
ら
建
築
概
要
の
説
明
を
受
け
、
構
造
材

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
会
に
は
新
潟
市
役
所
か
ら
20
数
名

の
参
加
も
あ
り
、
公
共
建
築
や
地
球
温
暖

化
対
策
に
木
材
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
本
庁
舎
は
「
あ
や
め
の
お
城
」

と
し
て
有
名
な
新
発
田
城
の
お
堀
の
端
部
、

新
発
田
市
景
観
区
域
内
に
位
置
す
る
た
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
と
し
て
周
囲
の
歴

史
的
修
景
に
調
和
す
る
よ
う
に
城
下
町

の
町
並
み
の
特
徴
を
取
り
入
れ
た
作
り
と

な
っ
て
お
り
、
完
成
時
に
は
白
壁
調
の
純

和
風
の
庁
舎
に
な
る
予
定
で
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官

富
樫
仁
栄
）

［
天
竜
署
］
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
去
る

11
月
18
日
、
瀬
尻
国
有
林
に
て
浜
松
東
年

金
受
給
者
協
会
か
ら
総
勢
70
名
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
枝
落
と
し
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
署
長
か
ら
「
活
動
に

対
す
る
御
礼
と
元
気
な
森
林
づ
く
り
に
取

り
組
も
う
」
と
の
挨
拶
の
後
、
ラ
ジ
オ
体

操
で
入
念
な
準
備
体
操
を
し
、
職
員
の
指

導
の
下
、
10
名
毎
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

各
自
の
体
力
に
合
わ
せ
、
一
本
一
本
丁
寧

な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

会
員
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
も
富
士

山
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域
で
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
、
経
験
豊
富
で
作
業

も
手
慣
れ
て
お
り
、
中
に
は
背
丈
以
上
に

あ
る
枝
ま
で
器
用
に
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
も
引
き
続
き
作
業
を
行
い
、
全
部

で
約
２
、０
０
０
本
程
度
の
枝
落
と
し
が
出

来
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
て
、
き
れ
い
で
明
る
い
森

林
に
な
り
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

森
林
整
備
は
こ
れ
か
ら
の
国
有
林
野
事
業

に
大
き
な
パ
ワ
ー
に
な
る
と
再
認
識
し
ま

し
た
。   （
前 

業
務
第
一
課
長

寺
田
英
司
）
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枝
落
と
し
作
業
に
奮
闘
！
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国
際
森
林
研
究
機
関
連
合
が

ブ
ナ
天
然
更
新
箇
所
を
視
察

雨の中での見学会となりました

国際森林研究機関連合の メンバーの皆さん

生き生きとして作業に取り組む参加者

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

下
越
森
林
管
理
署 

新
庁
舎

県
産
材
使
用
見
学
会
を
開
催
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を
継
続
し
、
そ
の
成
果
を
今
後
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
年
は
人
工
林
の
「
つ
る
被
害
」
に
着

目
し
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
、
先
日
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
森
林
・
林

業
公
開
講
座
」
に
お
い
て
発
表
し
ま
し
た

（
写
真
）。
公
開
講
座
で
の
聴
講
者
は
一
般

の
方
も
多
く
、
業
務
と
は
異
な
る
目
線
の

意
見
を
聞
け
る
た
め
、
自
分
に
と
っ
て
も

刺
激
を
受
け
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
官
と
な
っ
て
日
々
の
業
務
を
進
め

て
い
く
中
で
は
、
答
え
が
見
出
せ
な
い
問

題
や
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題
に
ぶ
つ

か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
、

将
来
に
渡
っ
て
い
い
森
林
を
残
す
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
。
そ
の
答
え
を
探
し

な
が
ら
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
見
つ
け
て
実
践
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
い
い
森
林
づ
く
り
に
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
欠
か
せ
な
い
の
が
コ
ン
パ
ス
グ
ラ
ス
で

す
。
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
で
軽
く
、
の
ぞ
き

込
め
る
の
で
、
持
ち
運
び
に
適
し
て
お
り

視
準
も
正
確
な
の
で
、
不
明
点
探
し
に
重

宝
し
て
い
ま
す
。

森
林
官
に
な
っ
て
２
年
８
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
１
年
目
は
目
前
の
業
務
を
こ
な

す
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ

余
裕
が
出
て
き
た
２
年
目
以
降
、
身
近
な

題
材
を
も
と
に
調
査
・
発
表
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
ス
ギ
林
を
皆
伐
し
た
後
の
谷
底

に
ケ
ヤ
キ
を
植
え
、
水
辺
林
再
生
に
取
り

組
ん
で
い
る
箇
所
の
継
続
調
査
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
・
ケ
ヤ
キ
水
辺
林

こ
こ
が

将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
楽
し
み
！
）。

こ
う
し
た
事
例
は
多
く
な
い
の
で
、
調
査

す
。管

内
の
国
有
林
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工

林
を
中
心
に
１
、３
０
０
㌶
ほ
ど
で
、
小
さ

な
団
地
に
分
散
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
か
ら
車
で
５
分
の
と
こ
ろ
に
あ

る
久
米
国
有
林
の
頂
は
竜
神
平
と
呼
ば
れ

て
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
敷

と
し
て
貸
付
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ

か
ら
見
下
ろ
す
景
色
は
一
面
の
田
ん
ぼ
で

す
（
写
真
）。

こ
の
よ
う
に
米
所
と
し
て
も
適
し
た

土
地
柄
か
ら
か
、
か
つ
て
は
山
間
の
谷
間

ま
で
田
ん
ぼ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
民
有
地
が
沢
に
沿
っ
て
深
く
ま
で

入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
管
内

の
境
界
標
は
約
１
５
、０
０
０
点
、
延
長

２
６
９
㌔
㍍
と
多
く
長
い
の
が
特
徴
で
、

地
域
と
の
関
わ
り
も
重
要
で
す
。

こ
の
手
強
い
境
界
を
見
廻
る
に
は
ベ
テ

ラ
ン
職
員
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

当
森
林
事
務
所
の
現
場
職
員
は
臨
時
職

員
の
１
名
の
み
で
す
が
、
隣
接
森
林
事
務

所
の
職
員
２
名
が
併
記
発
令
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
そ
ち
ら
の
森
林
官
と
共
に
協
力

し
て
も
ら
い
、
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

さ
す
が
に
ベ
テ
ラ
ン
、
身
軽
で
タ
フ
な

姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
そ
し
て
こ
こ

私
の
勤
務
す
る
久
米
森
林
事
務
所
は
、

茨
城
県
中
北
部
の
常
陸
太
田
市
及
び
常
陸

大
宮
市
に
ま
た
が
る
区
域
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か
け
た
方
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
『
く
め
納
豆
』
の
本

社
が
森
林
事
務
所
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
「
久
米
」
で
す
。

ま
た
近
く
に
は
水
戸
黄
門
で
有
名
な
徳

川
光
圀
公
が
隠
居
し
た
西
山
荘
や
光
圀
公

の
お
墓
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

茨
城
森
林
管
理
署  

久
米
森
林
事
務
所

  

森
林
官

飯

塚

三
千
代

ケヤキ水辺林

「つるの被害」についての発表

竜神平からの眺め

  

久
米
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ

  

森
林
官
の
仕
事
を
通
し
て
思
う
こ
と

関東森林管理局(7 ) 平成21年 1 月 1 日 第 58 号



難
事
故
発
生
の
と
き
は
、
迅
速
な
捜
索
、

救
護
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

目
的
達
成
の
た
め
、
事
故
防
止
の
啓
発

活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
地
訓
練
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

発
足
当
時
の
実
技
指
導
は
山
岳
団
体
に

委
ね
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

現
在
で
は
広
域
消
防
本
部
員
が
日
夜
訓
練

を
積
み
、
今
で
は
指
導
的
な
存
在
で
あ
り
、

地
域
の
期
待
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
遭
難
者
の
入
山
目
的
の
多
く
は
、

山
仕
事
で
も
、
登
山
者
で
も
な
く
山
菜
採

取
、
ま
た
は
渓
流
釣
り
目
的
と
し
た
入
山

者
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

方
々
も
単
な
る
遊
山
で
は
な
く
、
危
険
な

場
所
に
踏
み
込
む
の
だ
と
自
覚
し
、
あ
る

程
度
の
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
と
か
く
、
山
奥
ま

で
道
路
が
整
備
さ
れ
た
り
、
装
備
が
良
く

な
っ
た
り
す
る

と
、
山
は
気
軽
に

入
れ
る
も
の
だ
と

錯
覚
し
易
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、

山
そ
の
も
の
は
昔

と
か
わ
り
な
い
厳

し
い
場
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
事

故
の
な
い
自
然
活

用
を
目
指
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

も
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
岩
船
郡
は
平
成
20
年
の
町
村
合

併
に
よ
り
、
現
在
は
村
上
市
・
関
川
村
・

粟
島
浦
村
で
す
が
、
合
併
し
て
も
従
来
の

山
岳
、
山
地
に
囲
ま
れ
た
地
域
環
境
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
昔
か
ら
山
仕
事
に
よ

る
事
故
、
現
在
で
は
山
菜
取
り
、
登
山
者

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
こ
の
地
区
で
は
昭

和
34
年
（
１
９
５
９
年
）

に
岩
船
地
方
山
岳
遭
難

対
策
協
議
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
構
成
団
体

は
所
轄
警
察
署
・
岩
船

地
域
広
域
消
防
本
部
・

下
越
森
林
管
理
署
村
上

支
署
・
管
内
山
岳
団
体
・

管
内
市
町
村
で
、
遭
難

事
故
防
止
の
啓
発
、
遭

視視
岩
船
地
方
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会  

副
会
長

横
山

征
平

今
日
自
然
保
護
は
皆
の
共
通
責
務

て
。
そ
れ
と
と
も
に
草
や
木
も
失
わ
れ
て

い
く
…
」。

（
あ
る
山
岳
雑
誌
の
登
山
道
荒
廃
プ
ロ
セ
ス

か
ら
）

登
山
道
の
荒
廃
が
入
山
す
る
人
間
が
原

因
で
あ
り
、
す
で
に
自
然
回
復
や
荒
廃
防

止
活
動
に
努
力
し
て
い
る
団
体
や
個
人
も

い
ま
す
が
、
ま
だ
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

入
山
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
保
護
の
重

要
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
界
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
厳
し
さ
を

視の
私
点視
の
私
点

私
の
住
ん
で
い
る
新
潟
県
・
関
川
村
は
、

約
３
０
０
平
方
㌔
㍍
ル
の
内
88
㌫
を
山
地

が
占
め
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
現
代
風
に
い

え
ば
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
す
。

山
登
り
が
趣
味
で
、
方
々
の
山
を
歩
き

ま
わ
る
の
で
す
が
、
自
然
保
護
の
定
義
は

難
し
い
。
古
く
は
「
山
に
生
か
さ
れ
た
…
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
、
人
々
は
自
然

か
ら
直
接
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
活
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
田
舎
ほ
ど
生
活
が
豊
か
で
あ

り
ま
し
た
が
、
文
化
の
進
展
に
よ
り
自
然

に
対
す
る
概
念
が
変
わ
り
、
現
代
で
は
田

舎
ほ
ど
衰
退
が
加
速
す
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。
自
然
を
活
用
し
な
が
ら
生
活
を
維

持
し
た
時
代
、
資
源
を
産
業
と
し
て
、
ま

た
は
、
産
物
を
採
取
し
活
用
し
た
時
代
、

そ
し
て
、
現
代
は
癒
し
の
場
と
か
わ
り
、

一
昔
前
と
は
変
っ
た
目
的
で
入
山
す
る
人

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

 

「
山
の
中
を
歩
け
ば
踏
み
跡
が
で
き
る
。

動
物
が
歩
い
た
跡
は
獣
道
と
な
り
、
人
間

が
歩
く
と
登
山
道
と
な
る
。
最
初
は
植
物

が
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
で
き
た
踏
み
跡

が
、
多
く
の
人
間
が
繰
り
返
し
歩
く
こ
と

で
、
し
だ
い
に
土
壌
が
掘
り
返
さ
れ
雨
や

雪
な
ど
の
降
水
の
浸
食
に
よ
り
深
く
掘
れ

大石川上流ブナ林の晩秋

山岳遭難救助訓練風景

執筆者：大平国有林三角点にて
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国
有
林
森
林
計
画
等
検
討
会
は
、
国
有

林
森
林
計
画
の
樹
立
等
に
際
し
て
、
学
識

経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
委
員
の
方
々
か
ら

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
５
つ
の
森
林
計
画
の
樹
立
と

６
つ
の
変
更
等
に
つ
い
て
、
八
溝
多
賀
森

林
計
画
区
（
茨
城
森
林
管
理
署
管
内
）
に

お
け
る
現
地
視
察
を
含
め
、
２
日
間
の
日

程
で
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
高
齢
級
間
伐
や
針
広
混
交

林
化
の
推
進
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
茨
城
森
林
管
理
署
長

の
説
明
の
も
と
、
次
の
３
つ
の
施
業
箇
所

平
成
20
年
度

森
林
計
画
等
検
討
会
を
開
催

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
高
齢
級
間
伐

 
間
伐
実
施
後
の
樹
冠
（
ク
ロ
ー
ネ
・

枝
葉
の
茂
っ
た
部
分
）
の
配
置
を
充
分

に
考
慮
し
た
選
木
・
伐
採
率
と
す
る
必

要
性
、
既
に
進
入
し
て
い
る
広
葉
樹
の

育
成
に
つ
い
て

②
帯
状
複
層
伐

 

将
来
の
伐
出
の
効
率
性
や
下
層
木
の

生
育
条
件
も
考
慮
し
た
伐
採
す
る
帯

〔
群
〕
の
幅
及
び
残
し
幅
に
つ
い
て

③
列
状
間
伐

 

樹
冠
の
成
長
や
残
存
木
の
生
育
を
考

慮
し
た
伐
採
列
の
幅
及
び
残
し
幅
に
つ

い
て

森
林
計
画
の
ほ
か
、
前
日
の
現
地
視
察

を
踏
ま
え
、
地
域
管
理
経
営
計
画
の
一
部

を
な
す
「
森
林
の
管
理
経
営
の
指
針
」
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

①
一
般
の
人
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か

②
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
そ
の
効
果
の

把
握
が
必
要
で
は
な
い
か

③
野
生
動
物
の
保
全
や
被
害
防
止
の
観
点

か
ら
の
計
画
も
加
味
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
ご
意
見
や
、
今
後
の
国
有
林

が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
や
姿
勢
に

つ
い
て
も
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
後
、
森

林
計
画 

（
案
） 

へ
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
本
検
討
会
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意

見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
森
林
計
画
等
の

樹
立
・
策
定
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

   （
計
画
課
）

11
月
１
日 

（
土
）
か
ら
一
ヶ
月
間
、
上
野

動
物
園
に
お
い
て
同
動
物
園
が
主
催
す
る
、

絶
滅
危
惧
種
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の

特
別
展
「
あ
か
ぽ
っ
ぽ
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
０
０
８
年
１
月
に
小
笠
原

村
父
島
に
お
い
て
、
小
笠
原
諸
島
に
生
息

す
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
に
関
す
る

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
こ

こ
で
決
定
さ
れ
た
飼
育
、
繁
殖
及
び
普
及

啓
発
等
に
つ
い
て
の
活
動
方
針
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
の
保
護
の
た
め
、
保
護
管
理

対
策
調
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
同
特
別

展
を
後
援
し
て
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
お
け
る
国
有
林
の
取
組
、

父
島
東
平
の
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
に
お
け
る
保
護
活
動
及

び
外
来
植
物
の
駆
除
に
つ
い
て
、
写
真
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。
（
指
導
普
及
課
）

現地視察の様子

検討会の様子

国有林の取組を紹介したパネル

ＰＲの様子「上野動物園」展示館

現
地
視
察
（
11
月
25
日
）

検
討
会
（
11
月
26
日
）

上
野
動
物
園
で

国
有
林
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
開
か
れ
た
国
民

の
森
林
の
実
現
に
向
け
、
国
有
林
野
等
の
所

在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
意
見
・
情
報

交
換
を
通
じ
て
、
国
有
林
野
等
の
適
切
な
管

理
経
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
議

を
毎
年
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
12
月
２
日 

（
火
） 

に
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、
ま
た
、
12
月
３
日
（
水
）
に

は
東
京
都
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し

た
。

　

各
会
場
で
は
、
市
町
村
長
、
局
の
出
席
者

局
１
１
９
万
㌶
の
国
有
林
は
、
市
町
村
な
ど

地
域
の
協
力
な
し
で
は
業
務
を
実
施
で
き
な

い
。日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
・
国
有
林
が
協
力
し
地
域
の
振
興
、

活
性
化
に
向
け
対
応
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
、
国
有
林
に
対
し
率
直
な
ご
意
見
・

叱
責
等
頂
き
た
い
。」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

引
続
き
林
野
庁
か
ら
21
年
度
林
野
庁
予
算

要
求
の
概
要
や
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収

源
対
策
の
現
状
、
国
有
林
野
の
改
革
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
企
画
調
整
室
長

か
ら
関
東
森
林
管
理
局
の
取
組
み
に
つ
い
て

紹
介
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
会
場
と
も
、
出
席
い
た
だ
い
た
各
市
町

村
長
か
ら
、
局
へ
の
要
望
や
林
政
へ
の
提
言

等
、
近
年
の
山
村
、
森
林
・
林
業
を
巡
る

状
況
を
踏
ま
え
た
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
関
係

市
町
村
と
の
密
接
な
関
係
を
築
き
、
国
有
林

野
の
適
切
な
管
理
経
営
等
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

（
企
画
調
整
室
）

　

こ
の
写
真
は
、
平
成
10
年
８
月
26
日
か

ら
27
日
に
か
け
て
福
島
県
南
部
と
栃
木

県
北
部
を
中
心
に
降
り
続
い
た
集
中
豪

雨
（
西
郷
村
で
は
降
雨
量
が
１
、０
１
２

㍉
㍍
と
な
り
年
間
降
雨
量
の
60
％
）
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
白
河
市
の
状
況

で
す
。

　

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
や

河
川
氾
濫
が
相
次
ぎ
、
西
郷
村
の
福
祉

施
設
「
太
陽
の
国
か
ら
ま
つ
荘
」
が
土
砂

に
巻
き
込
ま
れ
入
居
者
５
人
が
死
亡
す

る
な
ど
、
住
宅
の
損
壊
・
浸
水
、
道
路

の
決
壊
・
橋
の
流
出
、
農
耕
地
の
冠
水

等
未
曾
有
の
大
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
管
内
に

お
い
て
も
、
林
道
決
壊
及
び
林
地
崩
壊

等
の
被
害
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

災
害
復
旧
に
全
力
を
傾
注
し
た
結
果
、

平
成
15
年
に
林
道
施
設
や
林
地
復
旧
等

に
つ
い
て
重
要
な
箇
所
に
つ
い
て
の
復
旧

は
完
了
し
ま
し
た
。

　

大
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
の
災
害
か

ら
今
年
で
10
年
が
経
過
し
、
福
島
県
及

び
関
係
市
町
村
で
は
こ
の
災
害
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
豪
雨
災
害
応

急
対
策
の
訓
練
実
施
、
豪
雨
災
害
体
験

者
に
よ
る
発
表
会
、
災
害
当
時
の
写
真

の
展
示
会
を
開
催
す
る
な
ど
住
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
施
設
「
太
陽
の
国
か
ら

ま
つ
荘
」
で
も
、
災
害
の
次
の
年
か
ら
毎

年
、
10
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
集
中

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
と
の
想
定
で
大
掛

か
り
な
防
災
訓
練
を
続
け
、
万
が
一
の
事

態
に
備
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
も
、
新
潟
県
や
岩
手
県
に
お
け

る
大
地
震
や
ゲ
リ
ラ
的
集
中
豪
雨
の
発

生
な
ど
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
改
め

て
災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
あ
の
日
の
教
訓
を
生
か

し
た
い
も
の
で
す
。

（
白
河
支
署  

広
報
連
絡
官

  

阿
久
津
文
彦
）
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

一枚の写真

８.27　白河市内の集中豪雨による災害

東京での会議

に
加
え
林
野
庁
幹
部
、
森
林
管
理
署
長
等
も

出
席
し
、
昨
今
の
森
林
・
林
業
行
政
等
に
関

す
る
情
報
提
供
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
小
林
局
長
か
ら
、「
関
東 局で実施した会議

﹁
関
東
森
林
管
理
局

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

有
志
連
絡
協
議
会
﹂を
開
催
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